
 

 

 

 

 

 

 

☆白峰祭に向けて 2学期の小中合同太鼓練習が始まりました 

9月3日（火）の6校時から2学期の小中太鼓練習がスタートしました。夏休みが終わって最初の練習は、指導者

の宗先生の話から始まりました。夏休みに体験したことを児童生徒に聞きながら、オリンピックのことや宗先生自身が海

外公演をしたことなどに触れながら、太鼓活動を通して「努力して自己を高める経験」をしてもらいたい、その「経験を

通して一人一人の感性や人間性の成長につなげたい」という願いを話してくれました。その後、実際の演奏の練習に入

ったのですが、何回かぶりに聴いた演奏や練習風景は以前に比べずいぶんと進歩しているように感じました。 

太鼓活動が好きだからがんばる人、嫌いだけど我慢して練習をする人、ちょっ

と練習するとできる人、たくさんやってもなかなかできない人、いろいろな人が

いるのがチームです。チームとして目標に向かうためには自分だけの気持ち、

考え、都合でなく、他の人の感じ方や考え方を理解しようとする気持ちと行動が

大切です。白峰祭で芦安小4年から芦安中3年までが一つになって練習の成

果を見せてくれることを楽しみにしています。 

 

☆人権についての学習会 

 9月4日（水）の6校時に南アルプス市人権擁護委員7名が来校して人権に

ついての学習会が行われました。学習会では人権とはどんなものなのか、人権を

守るためにはどうすればいいのかといったことについて取り上げました。その中で

キーワードになったのは「リスペクトアザーズ」という言葉でした。自分の人権と自

分以外の人の人権どちらも等しく大切なものであるはずなのに、つい自分のこと

にばかり目が向いてしまい相手のことを考えないことは、私自身思い当たることが

あります。ルールや決まり、法律などで決まっていなくてもお互いに相手のことを

尊重することができるようにしていきたいものです。 

今回の学習会は中学生くらいの発達段階にとってとても大切なことを含んでいたと思います。せっかくの機会ですの

で、この後に学校生活の中でよくある事例をあげてみました。今回の授業のキーワードであった「リスペクトアザーズ」

を思い出し、相手を尊重しながらチームとして高い目標に到達するためにはどんな言動をすればいいのか、ぜひ親子

で考えて話し合ってみてください。 

 

運動会の色別対抗リレーが1週間後に迫ってきました。クラスのみんなで練習を頑張って優勝しようと目標を決め

練習をしているときのことです。 

（A君達たちの気持ち） 

走るのが得意で好きなA君たち、みんなで頑張ると決めたのに練習中に頑張っていないように見えるB君たち

が許せません。つい、「ちゃんと 練習しろ」「ちゃんとやらない人は迷惑だ」ときつい言葉を言ってしまいます。 

（B君たちの気持ち） 

走るのが苦手なB君たちはまじめに練習をしているつもりですが思うように走れません。そのため練習が嫌でだ

らけてしまいます。速く走れるA君たちをうらやましく思いますが、文句を言われるの

でつい嫌な態度をとってしまいます。 

A君たちのグループ、B君たちのグループに分かれてクラスは何だか雰囲気がよ

くありません。これでは1週間後の本番で目標達成ができそうにありません。さて、

どうしたらいいのでしょうか？ 
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☆小学校グラウンドの草取りにご協力ありがとうございました 

8月31日に予定されていたPTAの除草作業が中止になり、かわりに9月

6日（金）の放課後の時間帯を使い作業を行いました。当初の予定になかったの

で「できる人たちで」という形での実施でしたが、多くの保護者と児童、生徒、教

職員に参加していただきました。おかげでグラウンドがずいぶんきれいになりまし

た。ありがとうございました。生徒数の多い学校でも、任意で協力をお願いした場

合はなかなか人が集まらないということがあると聞きます。その理由はいろいろと考えられますが、こうした任意の活動

に多くの人が集まるところに芦安小中学校の良さがあるのではないかと思いました。 

 

☆小中合同の活動をいかしていきたいと考えています 

  9月9日（月）から芦安ふれあい運動会に向けた取り組みが始まりました。取り

組み期間中は朝の会から1校時の時間帯を使い小中合同の活動が行われます。

この活動は芦安小中学校における小中一貫教育の中でも他校と異なる特色であ

り非常に大切な意味を持つ活動と言えます。 

毎日の活動の様子を校長として観察していると、中学生の頑張りと課題が見えて

きます。頑張りという点では、中学生の中に主体的に周囲に声をかけて活動を盛り

上げようという気持ちがある点が挙げられます。中学生全員ができるわけではあり

ませんが、仲間の良い点を見て自分も同じようにしようと思うことで周囲の生徒の

人間的成長のきっかけにもなっています。また小学生にとっても「中学生になった

らこれだけのことができるようになろう」という身近なお手本となりよい影響を与え

ることになっているようです。ぜひこれからも続けてほしいと思います。一方で課題

と感じる部分もあります。それは中学生が自分自身の様子を客観的に意識することができず自分勝手な行動をしている

と感じる場面があることです。中学生の発達段階であれば、自分の発言と行動の矛盾や不一致に気づいたり目を向け

たりして、そこに葛藤が生まれることがあってもおかしくないと思うのですが、そういった自己の矛盾や不一致を気にし

ない、指摘されても受け入れない場合があり、それが中学生全体への悪いイメージにつながってしまうのです。 

教室の中だけではなかなか見えない生徒の姿が行事の取組を通して見えてくることがあります。その機会を捉え、良

い面悪い面どちらの面であっても生徒の成長につなげられるようにしていきたいと思います。 

 

☆お願いとお知らせ 

はじめにお願いです。1学期が終わり、教員の働き方について今年度の状況と課題が見えてきました。芦安中学校に

おいては、特に以下の点について取り組むことが必要だと考えております。これまでにもお願いしてきたことですが、 

あらためて教員の働き方改革へのご理解とご協力をお願いします。 

〇 保護者への電話連絡については、基本的に教員の勤務時間内またはその終了後しばらくの間 

（おおむね8：00～18：00）として、それ以降は、緊急の場合のみ連絡することとします。 

〇 保護者からの電話連絡についても、8：00～18：00の中でいただくことを基本としたいと思います。 

なお、保護者の携帯電話等に学校からの着信履歴があった場合、上記時間内に折り返していただくか 

翌朝にご連絡をいただけると助かります。 

〇 病気や家庭の事情等による欠席や遅刻、早退の連絡については、これまで通り欠席連絡フォームを 

お使いください。欠席等をする場合は8：00までに欠席連絡フォームの入力を忘れないように 

お願いいたします。 

 

  次にお知らせです。夏休み中に校舎1階と3階の男子トイレ個室の改修工事が行われました。この工事により校舎

すべての階のトイレが洋式化されました。こうした工事の費用は南アルプス市に出してもらっています。（つまり元は税

金ということになります。）市民の大切な税金でつくられている公共物です。大切にしていきましょう。 


